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施し，レーザー誘雷の可能性についての研究結果をとりまとめたもので，本文 7 章より構成されている o
第 1 章は緒言で，雷の基礎過程，人工誘雷技術の現状についてまとめ，本研究の意義と目的を明らかにしているO






第 5 章では，野外レーザー誘雷実験を行い，高さ 50mの誘雷鉄塔頂部の電界が地上電界より二桁程大きく，リーダー
の生成に十分な大きさであることを確かめているO
第 6 章では，構築した雷電界変化測定用の時間同期多地点スローアンテナシステムがレーザー誘雷時のレーザーパ
ルス照射タイミングの決定に利用できることを示しているO
第 7 章では，本研究で得られた結果を要約するとともに，レーザー誘雷を実現するための今後の課題について述べ
ている。
論文審査の結果の要旨
落雷による電力系統の停電事故，設備破壊・故障および人体感電事故などの防止技術を開発することは，社会的経
済的にきわめて重要な課題である。本論文は雷害防止を新しい工学的手法のレーザー誘雷により実現するための基礎
的な研究として， C02 レーザーパルスによる誘導放電現象の観察とその特性の測定および雷雲によって生ずる電界の
野外での実測を行った結果をまとめたもので主な結果は以下の 3 点に集約できるo
(1) レーザープラズ、マによるリーダーの生成と放電誘導に必要な電界の大きさを実験的に求めた結果，その電界の大
きさはプラズ、マに注入されるエネルギーの増大とともに減少し，プラズマチャンネルの長さに依存しないことを見
A斗
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い出しているO これらの実験結果と放電のストリーク像の測定から明らかにしたレーザー誘導放電進展過程をあわ
せて考察し，レーザー誘雷に用いる誘雷塔の設計指針を与えているO
(2) 長尺のレーザープラズマチャンネルを得るための集光技術を開発することによって，実験室規模における最長8.5
m の直線状放電路および Z字形のジグザグ放電路を形成させ，レーザー誘導放電を実現することに成功し，実誘雷
における光学系の構成方法に有用な知見を得ているO
(3) 北陸地方の冬季雷襲雷時に野外実験を行い，高さ 50mの鉄塔頂部において雷雲により生ずる電界は，地上電界の
2 桁程度の大きさになることを測定し，そこへのレーザーパルス照射により雷雲に向かう上向きリーダーを生成・
進展させられる可能性のあることを示している o
以上のように，本論文は実験室規模でのレーザー誘導放電の基礎特性と自然雷によって生ずる高さ50mの誘雷塔頂
部の電界の測定結果を基に，雷放電路を誘雷塔に導くレーザー誘雷の可能性を検討するための基礎的知見を与えてお
り，レーザー誘導放電科学の発展と工学的な雷害防止技術の開発に寄与するところが大きし、。よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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